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２０１８年８月２１日 

第 98 回ピースボート「ヒバクシャ地球一周 証言の航海」 

おりづるプロジェクト 2018 
プロジェクトの概要とその成果 

 

●クルーズ 第９８回ピースボート「地球一周の船旅」 

●テーマ  「核兵器の禁止から廃絶へ－市民の力で進めよう－」 

●期間  ２０１８年５月８日（火）～２０１８年８月２１日（火） 横浜発着 計１０６日間 

●寄港地数 ２２カ国 ２５寄港地  

●使用客船 オーシャンドリーム号 

●参加者        

被爆者   ２名（内訳：広島被爆１名/長崎被爆１名） ※参加被爆者は「非核特使」に委嘱 

広島被爆：上田 紘治  長崎被爆：倉守 照美 

被爆二世   １名 品川 薫（広島）              ※参加被爆二世は「非核特使」に委嘱 

 

●証言活動 １５カ国 １８都市にて実施 

●後援  広島市/長崎市/平和首長会議/日本原水爆被害者団体協議会  

公益財団法人広島平和文化センター/公益財団法人長崎平和推進協会 

●プロジェクト通称 おりづるプロジェクト 

●主な活動と成果 

 ①核兵器禁止条約への署名・批准を各国に求め、核兵器禁止条約発効への機運を高めた。 

 シンガポール、ギリシャ、ノルウェー、アイスランド、カナダなどで政府高官や地方議会等に核兵器

禁止条約への賛同を要請。 

 ニューヨークにてメキシコ、オーストリア国連大使館大使代表部を訪問。 

 メキシコのプエルトバジャルタ市が平和首長会議に加盟。 

 ヒバクシャ国際署名を計６８４筆集める。 

 ②世界のさまざまな戦争被害者や核被害者との連帯活動を展開した。 

 シアトルにてプルトニウム精製の原子炉の放射能汚染被害者（通称風下住民）と交流。 

 オーシャンユースやSDGｓユースたちといった各国の若者たちと海洋問題や持続可能な開発に関し

て交流。 

 中国、韓国、マレーシア、シンガポールなどアジアからの多数の乗船者と交流。 

 ③ピースガイドが次世代の活動の可能性を広げた。 

 被爆体験の継承と核なき世界に向けて活動する「おりづるピースガイド」の養成講座を実施。 

１６名が修了。今後、原爆や平和に関する活動に取り組む。 

 
 

 

 

 

 

 

 

ピースボート 

〒169-0075 

東京都新宿区高田馬場 3-13-1-B1 

TEL03-3363-7561 FAX03-3363-7562 

PEACEBOAT 

ヒバクシャ地球一周 証言の航海 

Global Voyage for a Nuclear-Free World 

PeaceBoat Hibakusha Project 

 

おりづるプロジェクト 



  2 

■参加被爆者 略歴  

■被爆者 

 
上田 紘治（ウエダ・コウジ） 

広島被爆 １９４２年２月１５日生まれ 被爆当時３歳 

東京都八王子市在住 

爆心地から４００ｍにあった自宅の被害状況を確認するため母と入市

し被爆。東京被爆者団体元事務局次長。八王子被爆者団体元事務局

長。２００３年ワシントンＤＣ、２００５年ＮＰＴ会議へ参加し同年、ロス・ア

ラモスを訪れ核爆弾製造工場を見学。２０１０年ＮＰＴ会議に参加し市

民へ被爆の実相を伝えた。国内では小学生から大学生、留学生、各

団体に被爆の実相を話している。 

 

 

 

倉守 照美（クラモリ・テルミ） 
長崎被爆 １９４４年１月８日生まれ 被爆当時１歳 

長崎県長崎市在住 

爆心地から５．８kmの地点で被爆。母親と幼い兄姉と一緒に防空壕へ

避難していたため無事。被爆当時１歳であり記憶はないが、「長崎を最

後の被爆地に」という思いから多くの活動に尽力してきた。２０１７年の

３月には高校生１万人署名の高校生たちと在韓被爆者と被爆証言や

交流・意見交換などを行った。 
 

■被爆二世  

 

品川 薫（シナガワ・カオル） 
広島被爆二世 １９５０年６月１０日生まれ 

広島県広島市在住  広島市ボランティアガイド 

当時タバコ工場で勤務していた母（当時２５歳）が爆心地から２km地点

で被爆。これまで当時の話を聞く機会がなかったが、現在広島のボラ

ンティアガイドとして原爆の恐ろしさや平和への尊さを改めて感じ、修

学旅行生や外国人に広島の原爆当時の街を案内している。 

 ※出航時（２０１８年５月８日）の年齢を記載しています。 
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● 寄港地での活動 

５月１８日 シンガポール 

活動都市：シンガポール 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（外務省へ訪問） 

外務省の核拡散防止、核と安全保障部門の担当官 Teo Tze Erm さんとの面会、核兵器禁止条約への署名

と批准を要請する。 

代表して上田紘治さんが被爆証言を行い、核兵器禁止条約の必要性について話をする。 

シンガポールの寄港で初の外務省訪問ということで、Teo さんからは「被爆者が核廃絶へ向けて伝えていく

ことが核廃絶へ近づく」とお話をしていただく。 

 

５月２３日 コロンボ（スリランカ） 

活動都市：コロンボ 

発言者：倉守照美さん（外務省へ訪問） 

外務省の事務次官の Prasad Kariyawasam さんと面会、核兵器禁止条約への署名・批准を要請。 

外務事務次官の「スリランカは核を持たない国としている。核も原発も持たない国として、民衆の力から政

府を変えていくことが必要」と言われた。 

 

 

 

６月５日 サントリーニ島（ギリシャ） 

活動都市：サントリーニ島 

発言者：品川薫さん・倉守照美さん（小学生に向けての証言会／約３０名） 

ICAN パートナー団体核戦争防止国際医師会議（IPPNW）の Maria Arvanti Sotiropoulou さんの受け入れに

より、地元小学校を訪問し、児童に被爆証言を伝える。 

被爆者の体験を初めて聞いた子どもたちは、驚きつつ、真剣に話を聞いてくれた。 

 

６月６日 ピレウス（ギリシャ） 

活動都市：ピレウス 

発言者：上田紘治さん（国会議員に向けての意見交換会／約 30 名）、上田紘治さん、倉守照美さん、品川

薫さん（首相官邸へ訪問し面会） 

国会議員に向けて証言会を行い、核兵器禁止条約に関しての意見交換会を実施。その後、首相官邸にて

チプラス首相と面会。被爆者への敬意を示す言葉をもらうとともに、「ギリシャが平和な一歩・核のない一歩

を歩めるようにしていきたいです。」との発言があり。 

また、官房長官とも面会し、質疑応答の時間を設ける。原爆が落とされたという出来事に対しては戦争犯罪

であると個人的見解を示し、核のない世界を目指すとのこと。 
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６月９日 カリアリ（イタリア） 

活動都市：カリアリ 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（市民への証言会／約２００名） 

ICAN イタリアの Lisa さんの受け入れにより記者会見と証言会イベントを実施。 

証言会イベントでは、サルディーニャ島の市議会がイタリア政府に核兵器禁止条約に署名・批准を求める

決議を採択するためのものであり、市民が政府に訴えていく力を見る。 

サルディーニャ島が核の廃棄物場にされることを防ぐためにも被爆者と共に力を合わせて働いていきたい

との話を受けていく。 

 

６月１４日～１７日 パリ（フランス） 
活動都市：パリ ※リスボンから船を一時離脱 

代表団：上田紘治さん、倉守照美さん 

1 日目は ICANパリの方々や平和首長会議の方々が歓迎。2日目は 3名の上院議員の方との面会。環境

団体の財団主催の記者会見に参加。被爆体験や今の世界の核に関する状況について聞かれ話をする。そ

の後ラジオ出演をし、核兵器禁止条約について聞かれる。3日目は新人の女性議員の方と面会し意見交換

を行う。 

 

 

 

６月１７日 フランス（ル・アーブル） 

活動都市：ル・アーブル 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（船内での証言会／約２０名） 

ICAN フランスの Jean-Marie さんの受け入れにより、船内にて証言会を実施。地元の子どもたちも多く訪れ

ていた。その子どもたちは平和首長会議に加盟している国の子ども。 

質疑応答の時には子どもたちから「今は広島に放射能があるのか？」「アメリカを憎んでいるのか？」など

質問がある。また、ICAN フランスに所属している最年少の Paburo くんから学校の友人と核について話し合

うことで意識を変えていくことができると話をされる。 

 

６月２６日 ストックホルム（スウェーデン） 

活動都市：ストックホルム 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（ランチ会談／６名） 

ノーベル博物館に行き、見学。その後 ICAN パートナー団体の IPPNWの方々と昼食会。 

昼食をしていく中で核兵器禁止条約に関心や批准をさせていくためには、被爆者の体験こそが必要不可欠

なものになっていくと言われる。また、スウェーデン市民の核兵器禁止条約への興味関心を伺うと日本とそ

んなに変わらないことが分かる。市民から意識を変えていくということの必要が大切だと再認識する。 
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６月２８日 コペンハーゲン（デンマーク） 

活動都市：コペンハーゲン 

発言者：倉守照美さん（国会議員との面会／５名） 

外交委員会の国会議員と面会。倉守さんが長崎被爆の谷口稜曄さんの赤い背中が掲載されている新聞を

持ち、被爆証言とスピーチを伝える。 

国会議員の方々はICANの議員署名をし、核廃絶へ向け、中心議員が核兵器禁止条約に署名・批准をして

いくよう呼びかけると話をする。 

 

 

６月３０日 ベルゲン（ノルウェー） 

活動都市：ベルゲン 

発言者：倉守照美さん（ベルゲン副市長との面会） 

ベルゲン副市長の Erlend Horn さんと面会。ベルゲン政府の核兵器禁止条約への考えを聞く。ICANサポー

ターの IPPNWの方から「ノーベル平和賞を受けおってる国として、核兵器禁止条約に署名も批准も出来な

いのは恥ずかしい。」という一言をもらい、市民レベルでまず政府を動かすことの大切さなど共有し、有意義

な意見交換会になる。 

 

７月４日 レイキャビク（アイスランド） 

活動都市：レイキャビク 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（外務省へ訪問し外務大臣と面会） 

上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（外交委員会の方と面会） 

外務省へ行き、外務大臣との面会。 

水先案内人であり ICANサポーターの Scott Ludlam さんは「核なき世界を目指していくためにアイスランド

の参加が重要」と核兵器禁止条約への署名・批准を呼びかける。 

次に外交委員会の方々との面会。 

 
 

７月１０日 ハリファックス（カナダ） 

活動都市：ハリファックス 

発言者：品川薫さん（船内にて証言会／４０名） 

ICAN サポーターのMAC（Mines Action Canada）の Erin Hunt さんの受け入れにより船内にて証言会を実施。

議員やジャーナリストの方々を招いた。 

外務省の事務官のMatt Decourcey さんからは、MACの Erin さんの活動やサーロー節子さんのスピーチ

など核のない世界を目指して活動していく運動について評価していくべきとのお話を受ける。 

 

 

７月１２日～１３日 ニューヨーク（米国） 

活動都市：ニューヨーク 
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発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（メキシコ国連代表部大使、オーストリア大使館大使と

面会）、上田紘治さん（証言会イベント／３０名） 

12 日はメキシコ国連大使館大使との面会。ノーベル平和賞メダルと賞状も披露。核兵器の非人道性につい

て話をしていただく。次にオーストリア国連大使館大使と面会。アメリカに住んでいる日本人や平和団体の

方向けに証言会を実施。ともに、核のない世界を目指すと話をする。 

13 日は 9.11 トリビュートミュージアムへ訪問。遺族が残した博物館にて、生存者のペーターさんと面会し、

案内と証言を聞く。紙一重の差で生死が分かれた話を聞き、被爆者と重なる部分があると共感しあうことが

できた。 

 

 

７月１７日 ハバナ（キューバ） 

活動都市：ハバナ  

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん（国際高等学校で証言会／約２００名） 

国際高等学校にて学生、キューバ大使、国連協会の方、平和団体などの方々に向けて証言会を実施。 

核の専門家より「核兵器はいかなる安全保障であっても許してはいけない」といった強い言葉をいただく。そ

の他、平和団体の代表の方や国連協会の方などからキューバが核兵器禁止条約に批准したということを

誇りに思うとともに、被爆者と共に核のない世界を目指していくとお話をいただく。 

 

 
 

 

 

７月２２日 カルタヘナ（コロンビア） 

活動都市：カルタヘナ 

発言者：品川薫さん（船内にて証言会／約４０名） 

GPPAC（紛争予防のためのグローバルパートナーシップ）ラテンアメリカの受け入れにより船内に学生約４

０名を招き証言会を実施。紛争により家族や身内が被害にあった学生たちが平和団体を通して地域や同年

代の人たちとの横のつながりを大切にしているということを知る。水先案内人の Carlos Jose Honzalez さん

からは「これからの世代は紛争のない世の中を生きていく中で若者たちが世界を作っていく」という話をして

いただく。 

 
 

７月２３日 クリストバル（パナマ） 

活動都市：クリストバル 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（外務大臣と面会／７名） 

外務省へ行き外務大臣と面会。 

核兵器禁止条約にまだ批准をしていないことを指摘。９月２６日の国連での核兵器禁止条約への署名式の

時には批准を間に合わせるように努力するという返答があり。 
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７月２６日 プンタレナス（コスタリカ） 

活動都市：コスタリカ 

発言者：上田紘治さん、倉守照美さん、品川薫さん（大学にて証言会／約２００名） 

コスタリカで最大の大きさを誇る私立大学にて証言会を実施。生徒約 200 名の中で証言会を実施。 

被爆者 1人 1人がスピーチを行う。長崎被爆者の倉守さんからは「放射能は子や孫の世代までに影響して

いく、許されるものではない」と話をしていく。参加した生徒からは多くの質問が出て、「核のない世界を作る

ために市民社会が出来ることはなにか？」「核保有国についてどう思うのか？」といった質問が出てきた。 

核兵器禁止条約に批准している国として生徒の興味関心の強さについて触れることが出来た。 

 
 

８月７日 シアトル（米国） 

活動都市：シアトル 

発言者：倉守照美さん（B原子炉職員に向けて／１２名） 

長崎の原子爆弾のプルトニウム精製していた原子炉へ訪問。世界で最初の原子炉を作ったという原子炉

へ訪問し、館内の見学。そして、職員に向け証言会を実施。質疑応答の時には、「原爆を落としたアメリカに

ついてどのように日本で教育がされているのか。」「放射能の影響はどのようなものがあるのか」といった質

問が来た。また、原子炉からの放射能の影響で被曝した風下住民（ダウンウィンダー）のトム・ベイリーさん

とお会いしトムさんの体験を聞く。日本とアメリカ両国の被爆者ということで濃い時間を過ごせた。 

 

 

 

【その他の寄港地】 

基隆（台湾）、バルセロナ（スペイン）、リスボン（ポルトガル）、サンクトペテルブルク（ロシア）、ヘル

シンキ（フィンランド）、ジョージタウン、プエルトバジャルタ（メキシコ）、釧路（日本） 
 

 

●ヒバクシャ国際署名 

合計：６８４筆 

【賛同してくださった主要な方々】 

・ 東ちづるさん（女優、Get in touch 代表） 

・ 海堂尊さん（医師、小説家） 

・ 吉岡淳さん（カフェスロー代表、元ユネスコ協会連盟事務局長） 

・ Garba DIALLO さん（フォルケホイスコーレの Crossinng Borders 学科長） 

・ 森元美代治さん（NGO IDEA ジャパン代表） 

・ 八木啓代さん（音楽家、作家） 
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ノーベル平和賞メダル 

  証言・交流プログラムを行った計１５カ国のうち８カ国で実施 

 
 

船内での活動 

≪主な交流相手≫ 

 オーシャンユース 
小島発展途上の島々からの若者活動家。気候変動や海洋汚染といった問題に取り組む。島々から若者の声が

世界につながるようにしていく。自分のメッセージを伝えている。ストックホルム～ニューヨーク間乗船。国籍はシ

ンガポール・モーリシャス島・セーシェル・パラオ・バルバドス・東ティモール・フィジー。 

 

 SDGｓユース 
平和教育と国連の持続可能な開発目標（SDGs）をテーマにしたプログラムに参加するため、若者ら計７名がプン

タレナス～プエルトバジャルタ間乗船した。 

国籍はメキシコ・コスタリカ・コロンビア・ボリビア・米国、ガーナ、ニュージーランド。 

 

 おりづるパートナー 
おりづるプロジェクトに関心を持って、主体的に関わってくれる方々をおりづるパートナー（通称：おりパ）と呼称し

ている。被爆者の方とともに、劇や合唱など、様々な企画等を通じてこの問題を知ってもらえるように、船内など

で活動している。下船後も継続してその活動に携わる方もいる。 
 

 水先案内人 

東ちづるさん（女優、Get in touch 代表） 

伊藤千尋さん（国際ジャーナリスト、元朝日新聞記者） 

吉岡淳さん（カフェスロー代表、元ユネスコ協会連盟事務局長） 

Garba DIALLO さん（フォルケホイスコーレの Crossinng Borders 学科長） 

森元美代治さん（NGO IDEA ジャパン代表） 

八木啓代さん（音楽家、作家） 
ほか 

 

 多国籍な参加者 
第９８回ピースボート約１，０００名の参加者のなかには、日本国籍の方以外にも、中国、韓国、台湾、シンガ

ポール、マレーシアなど約名の多国籍の参加者が乗船した。 
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≪企画一覧≫ 

１．原爆の被爆の実相を伝え理解を深める 

証 言 会： 「おりづる証言会～記憶のない被爆者がつなげる言葉～」（５／２１） 

展    示： スエズ運河通航記念 おりづる展示会（６／３） 

展    示： ピーススペース～あなたとノーベル平和賞と記念撮影会～（６／１６） 

証 言 会： 「おりづる証言会～8月 9 日のあの日、私は 1歳でした。～」（６／２０） 

証 言 会： 「私は「ピカドン」を知らない。」（７／２９） 

証 言 会： 「広島被爆証言～核兵器の終わりの始まり～」（８／５） 

証 言 会： 「長崎被爆証言～記憶のない被爆者が語り継ぐ被爆証言～」（８／８） 

発 表 会： 「命が大切にされる社会にするために～ピースガイドと巡る 8 月 6 日と 8 月 9 日～」（８／６） 

発 表 会： 「命が大切にされる社会にするために～ピースガイドと巡る 8 月 6 日と 8 月 9 日～」（８／９） 

発 表 会： 「音と光の平和の夜」（８／１２） 

 

２．プロジェクトの意義や成果を一般参加者と共有する 

交 流 会： 「ノーベル平和賞メダル記念撮影会」（５／１１） 

紹介企画 ： 「チーム紹介企画」（５／１４） 

紹介企画 ： 「はじめまして、おりづるプロジェクトです。」（５／１５） 

交 流 会： 「おりパMTG」（５／１６） 

交 流 会： 「おりパMTG」（５／２０） 

交 流 会：「ピーススペース」（５／２２） 

交 流 会： 「おりパMTG」（５／２４） 

報 告 会： 「世界を巡るおりづる～アジア編～」（５／２５） 

交 流 会： 「おりパMTG」（５／２５） 

交 流 会： 「おりパMTG」（５／２６） 

交 流 会： 「おりパMTG」（５／３０） 

交 流 会： 「おりパMTG」（６／２） 

交 流 会： 「おりパMTG」（６／８） 

交 流 会： 「おりパMTG」（６／１２） 

交 流 会： 「おりパMTG」（６／１３）  

紹介企画 ： 「私が出会った被爆者たち」（６／１６） 

報 告 会： 「世界を巡るおりづる～ヨーロッパ編～」（６／１８） 

紹介企画 ： 「おりづるピースガイド募集説明会」（６／２１） 

紹介企画 ： 「おりづるピースガイドオリエンテーション」（７／２） 

報 告 会： 「世界を巡るおりづる～北欧編～」（７／３） 

交 流 会： 「ノーベル平和賞メダル記念撮影会」（７／１１） 

報 告 会： 「世界を巡るおりづる～レイキャビク・カナダ・NY編～」（７／１６） 

報 告 会： 「世界を巡るおりづる～南米編～」（７／２７） 

報 告 会： 「世界を巡るおりづる～シアトル編～」（８／１１） 

報 告 会： 「おりづるピースガイド修了式」（８／１５） 

 

 

３．戦争や被爆体験の継承について理解を深める 

上 映 会： 「おりづる上映会～フラッシュ オブ ホープ～」（５／１９） 

上 映 会： 「ゼノ かぎりなき愛に」（５／２５） 

上 映 会： 「おりづる上映会～ヒバクシャとボクの旅～」（６／３） 

上 映 会： 「おわりのはじまり～ノーベル平和賞のその先に～」（８／20） 

 

４．原発を含めた核に関する問題や平和の問題について理解を深める 
レクチャー： 「ICANノーベル平和賞受賞基調講演～核廃絶への道～」（５／１０） 

レクチャー： 「世界が動き出す～非核への道～」（５／１１） 

対   談 ： 「ゼノ かぎりなき愛に～アフタートーク～」（５／２５） 

レクチャー： 「ぶっちゃけ、げんばくってなに？」（５／２７） 

レクチャー： 「オバマスピーチを聞こう」（５／２８） 
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対   談 ： 「ジャングル大帝レオ悪夢編上映会とアフタートーク」（５／２９） 

レクチャー： 「ハムの日ってなに？」（６／１５） 

対   談 ： 「ICANノーベル平和賞受賞式のお話～核兵器の終わりの始まり～」（６／２９） 

レクチャー： 「核兵器ってなに？」（７／２） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド①」（７／５） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド②」（７／６） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド③」（７／７） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド④」（７／８） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド⑤」（７／９） 

対   談 ：「米朝会談を巡る日本とアジア」（７／１１） 

レクチャー： 「ノーベル平和賞を受賞したICANとPBのつながり」（７／１１） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド～補講～」（７／１４） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド⑥」（７／１５） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド⑦」（７／２０） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド～補講～」（７／２１） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド⑧」（７／２７） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド⑨」（７／２８） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド⑩」（７／２９） 

レクチャー： 「おりづるピースガイド～補講～」（７／３０） 

レクチャー： 「被爆 2 世が語る母への想い」（８／１０） 

レクチャー： 「「はだしのゲン」のDVDを見て原発を語ろう」（８／１１） 

レクチャー：「赤い背中の少年～谷口稜曄さんの被爆体験」（８／１３） 

対   談 ：「絵本 my HIROSHIMA」（８／１６） 

 

 

 

● 詳細 
ホームページ（日）  http://peaceboat.org/projects/hibakusha 

ホームページ(英)   http://peaceboat.org/english/?page=view&nr=83&type=28&menu=105 

ブログ（日）        http://ameblo.jp/hibakushaglobal/ 

ヒバクシャ国際署名 http://hibakusha-appeal.net/index.html 

 

 

● メディア掲載情報（一例） 

１） ２０１８年６月１０日掲載（イタリア）

 

http://peaceboat.org/projects/hibakusha
http://peaceboat.org/english/?page=view&nr=83&type=28&menu=105
http://ameblo.jp/hibakushaglobal/
http://hibakusha-appeal.net/index.html
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２） ２０１８年７月４日赤旗新聞掲載（パリ） 

 
 

 

３） ２０１８年７月１０日掲載（カナダ）
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４） ２０１８年７月２６日掲載（コスタリカ） 
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５） ２０１８年７月２６日掲載（コスタリカ） 

 
 

 


